
2019年度版 わくわく入学準備BOOK 

 これで安心！入学準備アドバイス  

これでバッチリ！入学までのスケジュール 

入学に向けて大切にしたい6つのこと 

自分を守る6つの約束 

入学の不安解消Q&A ～気になること、お答えします～ 

小学１年生の１日＆１年間の学校行事 

必読！ 
多摩市のデータ から見る1年生の姿エトセトラ 

にゃんとも 

TAMA三郎 
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 人生初めての集団生活である幼稚園・

保育園では、お子様はたくさん遊び、

様々な体験を通して心身共に大きく成長

し、いよいよ４月から小学校生活を迎え

ます。入園間もない頃は、初めてのこと、

知らないことばかりのお子様も園生活に

次第に慣れ、一つひとつのことを覚え、

そして「できた！」「がんばった！」とい

う体験の積み重ねにより、「生きる力」と

しての自信や自立が培われてきました。

新しい小学校生活においては、初めての

ことにも数多く出会うと思いますが、幼

稚園・保育園で大いに遊び、頑張ったと

いう「たからもの」を大切に、自信を持っ

て小学校生活を歩んでいただきたいと思

います。小学校での６年間は、学びや遊

びそして友達との様々な活動を通して、

お子様一人ひとりが大きく成長なさるこ

とと思います。今回保幼小連携の一貫と

して、「わくわく入学準備ブック」が作成

されましたが、小学校入学への「不安解

消」はもちろん、更には「期待・安心感」

を持ってわくわく、楽しい学校生活とな

るよう、幼稚園園長会としても論議して

きました。皆様方の楽しい学校生活を今

後も応援してまいります。  

 「小学校は、楽しいよ！」「仲良くし

ようね！」入学式で２年生が１年生に向

けて送ることばの一節です。緊張してい

た新入生たちの表情が思わずほころぶ場

面。そして「１年間の小学校生活で、子

緑ケ丘幼稚園 

園長 有馬 篤樹 

永山小学校 

校長 小島 徹 

幼児期に育んだ力に自信をもって！ 

小学校には明るい未来が 

待っているよ！ 
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 この度、保育園、幼稚園、小学校の

関係者で検討を重ね、多摩市版の入学準

備ブックを皆様にお届けできる運びとな

りました。乳幼児期にご両親をはじめ周

りの大人の十分な愛情を浴びた子供たち

は、人生の土台、基本的信頼感をつくり

ます。そして友達との経験を通して社会

の一員として必要なことを学び学童初期

を迎えます。この間の育ちがその後の子

供たちの人生に大きな影響を与えるとい

われています。仲間と一緒に毎日を楽し

く過ごした保育園から、学びを中心にし

た学校生活への転換は子供たちには高い

ハードルかもしれません。私たち保育園

では、近隣の小学校の運動会などの行

事、授業参観等、入学体験を通して年長

児が小学校への興味や関心が持てるよう

心がけています。また、多摩市保幼小連

携事業の中で、小学校入学前に話をする

ときの正しい座り方、場面にあった声の

大きさ、話を聞くときは話し手の方を向

いて聞くことなど、七つの具体的な場面

を設定し行っています。加えて、小学校

入学予定者の成長記録を該当する小学校

へお送りし、スムースな接続を目指して

おります。本ブックが新１年生になるお

子さんたちの安心につながる一助となる

ことを願っております。 

かしのき保育園 

園長 福島 真 

供たちはこんなに成長していく」という

ことを大人たちが実感する場面でもあり

ます。学校は楽しいところです。そして

小学校は、子供たちの夢や希望を膨らま

せながら、自分の力で一歩一歩歩んでい

くためのエネルギーを蓄える場所です。

「楽しい」けれど「楽（らく）」ではない

かも知れません。一つひとつの活動を先

生や友達と経験し、乗り越えていく。自

信を積み重ねながら自分の良さに気づい

ていく。学校は手応えや実感あふれる活

動の中で、子供たちの心と身体を育んで

いきます。とは言え、不安や悩みもある

ことでしょう。それは誰もが同じです。

より大きな期待感をもって就学の時を迎

えられるよう、共に悩み、共に考え、一

つひとつ解決しながら進めていきましょ

う！ 

 小学校は、子供たちが保育園・幼稚園

等で育んだ力を引き継ぎ、最大限に伸ば

せられるように、保育園・幼稚園等との

連携の推進に取り組んでいます。この入

学準備ブックは、保育園・幼稚園等の先

生方と小学校の教員が一緒になり、保護

者の皆様の就学の不安や心配を軽減する

ために作成しました。ぜひ、ご一読いた

だき、明るい小学校生活を迎えられるよ

うにご準備いただければ幸いです。  

乳幼児期は豊かな人生の基礎作り 
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入学までのスケジュール 

10～11月 就学時健診  

就学する小学校で健診を受けます。 

就学支援シートが全員に配布されます。 

提出するかは保育園・幼稚園の先生と相談し

てください。 

11月下旬～

12月上旬  
学童申込み  

11月上旬の市報とホームページにてお知ら

せします。園にもポスターを掲示します。 

（1月頃には面接があります） 

入学通知書の確認 

入学式の日程等が記された入学通知書が送付

されます。 

1～2月 

入学説明会  

就学する小学校で説明会があります。保護者

が用意する物などの説明があります。 

（最近は保護者が作らなければならないものは少

なくなっています） 

就学支援シートを提出する場合は受付で提出

します。 

3月 

通学路の確認  
入学説明会のときに通学路を説明します。 

小学校まで歩いてみましょう。  

小学校の先生 

と面談  

食物アレルギーのある子の面談を行います。 

就学支援シートの面談を希望する欄に○を付

けた場合、小学校の先生と面談を行います。 

4月 入学式  
待ちに待った入学式です。  

これでバッチリ！ 

4 

 

2019年度版 わくわく入学準備BOOK かがやけ！たまっ子1年生 

 あいさつは魔法のことばです。「おは

よう」「さようなら」「いただきます」

「ありがとう」「ごめんなさい」など、

相手に伝える場面やことばは様々ありま

す。あいさつをすると、会話のきっかけ

になり、人間関係が広がります。あいさ

つをされると、うれしい気持ちになりま

す。あいさつは、コミュニケーションの

はじめの一歩です。あいさつ上手になる

ためには、大人がよいモデルとなる必要

があります。まずは家庭内で習慣化でき

るとよいですね。  

 お子様の学校生活を楽しく、学びの多

いものにするためには、規則正しい生活

習慣の確立が欠かせません。具体的に

は、「早寝」「早起き」「朝ご飯」です。

例えば、毎日の時程を決め、表にするな

どし、親子で意識してみてみるのもよい

かもしれません。十分な睡眠と栄養をと

り、気持ちのよい朝を迎えることができ

れば、元気な学校生活を送ることができ

ることでしょう。 

楽しい学校生活は 

規則正しい生活から 

あいさつができると

人の輪が広がります 1 2 

個人差はありますが、新しい環境では子供たちは

不安を感じたり疲れをためやすかったりしやすいも

のです。なので、土日はしっかりと休養をとって、週

明けの登校に備えられるとよいですね。 

あいさつはする側もされる側も気持ちのよいものになる

よう心がけましょう。そのためには、相手の目を見る、

笑顔で接することができるようになるといいですね。 

POINT POINT 
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身の回りのことが 

自分でできるように 

困ったことは大人に

伝えられる習慣を 

 学校生活では「具合が悪い」「物がな

い」など、困ったことを大人に伝えられ

ることがとても大切です。困ったときに

泣いているだけではなく、自分のことば

で大人に伝えられるよう練習していきま

しょう。そのためにも、大人が先回りを

して対応してしまうのでなく、子供が伝

えるのを待ってあげたり、ＳＯＳを出し

やすい関係を作っておくことも必要で

す。子供が言えたときは、ほめてあげて

ください。 

 身の回りのことが自分でできるように

なるには、わかりやすく説明し、見守

り、ほめることが大切です。もし準備し

たものが間違っていたとしても、まずは

自分で準備できたことをほめ、自信を持

たせてあげましょう。自分でできたこと

をほめることで、自主性が育ち、自分で

考えて行動する姿勢が身に付きます。幼

稚園や保育園と比べて小学校では管理物

が増えます。ご家庭でもまずはハンカチ

など身に付ける物の管理から始めてみる

とよいでしょう。 

3 4 

困ったことを伝えられるのはもちろんのこと、嫌な気持ちを伝えられるようになることも

大事。子供の気持ちを否定的にとらえず、共有してあげられる姿勢が大切です。

また、保護者以外の大人にも困ったことを伝えられる練習ができるといいですね。 

POINT 
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人の話を聞くことは

学校生活の基本です 

たくさんほめて 

親も子供も 

気持ちよく 

 子供はほめることによって大きく成長

していきます。例えば、結果やできばえ

がどうであれ、挑戦する姿勢やその過程

をほめることで、挑戦する気持ちは育ち

ます。わからない、できないと言えたこ

とをほめれば、伝えることをためらわな

い気持ちが育ちます。ほめるポイント

は、何がよかったのか具体的にほめるこ

と、小さなことでもほめること、その場

でわかりやすくほめることです。「助

かった」「ありがとう」の感謝のことば

は、人のために活動す

る 気 持 ち を 育 て ま す

し、自分の自信にもつ

ながります。ほめるこ

とは万能の手段です。 

 人の話を聞くときは、「話している人

を見る」「人が話しているときは話をし

ない」「話したいときは手を挙げる」

「最後まで話しを聞く」などがありま

す。このように、話を聞くことは、授業

はもちろん、学校生活をスムースに過ご

すための基本となります。人の話を聞く

姿勢が持てると、大切なことを聞き漏ら

さないだけでなく、人の話に興味を向け

ることができるようになります。ご家庭

で本の読み聞かせなど人の話を聞く経験

を増やしていけると、ことばからイメー

ジする力を育むこともできます。  

5 6 

人の話を聞くことで自分で経験できないことや思いつかないことなど、 

自分の世界を広げるきっかけにもなります。 

人生に影響を与える素晴らしいことばとの出会いもあるかもしれません。 

POINT 
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小学生になると、毎日の登下校、お友達と遊んだ帰りな

どに子供たちだけ、または1人で外を歩く時間が多くなり

ます。子供が安全・安心に過ごすためには地域の見守り

とともに「自分の身は自分で守る」意識をもたせること

が大切です。ご家庭でも、安全・安心についてお子さん

と一緒に考えてみてください。 

周りをよく見る・聞く 

もし一人になった

ときは、周りをよ

く見て、よく聞い

て歩くようにしま

しょう。 

一人にならない 

学校に行くとき、遊びに

行くとき、帰るときには

お友達と一緒に行動する

ようにしましょう。 

車とアイコンタクト 

「車は止まってくれる」 

「大人は避けてくれる」 

そう思い込むのは危険です。 

横断歩道を渡るときは、車や自転

車の運転手と目を合わせるように

して、渡る意思を伝えましょう。 

多摩 

 センター 

学 校 
遊 歩 道 

2019年度版 わくわく入学準備BOOK かがやけ！たまっ子1年生 
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「いか・の・お・す・し」を覚えよう 

いざというときの「防犯ブザー・防犯ホイッスル」 

逃げるときや助けを呼ぶときは、防犯ブザー・防犯 

ホイッスルが役立ちます。すぐに手の届くところに

付けること、いざというときにすぐに鳴らせるよう

に練習をしておくことが大切です。 

防犯ブザーは止める練習もしておくと、

間違って鳴らしてしまったときにあわて

ずにすみます。また、時々電池の確認も

しておきましょう。 

触られない距離を取る 

挨拶をするとき、話をするとき

など、相手がどんな人でも手が

届かない距離を取る

ようにしましょう。 

できません！を伝える 

知らない人にお願いごとをされ

たり、誘われたりしたときは

しっかり断るようにしましょ

う。 

逃げる・助けを呼ぶ 

「怖い」「嫌だ」と思ったとき

は、助けてくれる人がいるとこ

ろまで逃げましょう。 

大人やお家の人に何があったか

伝えられるようにしましょう。 

多摩 

 センター 

遊 歩 道 

イラスト 奥山純子 

2019年度版 わくわく入学準備BOOK かがやけ！たまっ子1年生 
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 学校生活では自分の座席やロッカー

の場所は文字で示されていますので、

自分の名前の読み書きができるとよい

でしょう。ただし、小学校に入ってか

ら、ひらがなの学習を行いますので、

無理にひらがなの読み書きを覚える必

要はありません。この時期は、読み聞

かせや会話を通して語彙を増やすこと

が大切です。 

 なお、お子さんの興味に合わせてひ

らがなの読み書きに取り組む場合に

は、鉛筆のもち方に気をつけてあげて

ください。 

読み書きはどれくらいできる

ようになっていればよいでし

ょうか？ 

自分の名前の読み書きができ

るとよいでしょう。 

 

 小学校には洋式トイレもあります。

また、入学後に、トイレの使い方の指

導があります。しかし学校によっては

和式トイレが多いところもあります。

遠足や校外学習などで公衆トイレを使

う際に和式トイレしかない場合もあり

ますので、入学前に和式トイレに慣れ

ておくと安心です。また、男の子は小

便器に慣れておくといいでしょう。 

和式トイレに慣れていないの

で心配です。 

学校には洋式トイレもありま

すので大丈夫です。 
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 小学校では、保護者と担任の先生が

直接話をする機会として学期に１回程

度保護者会や個人面談があります。ま

た、日常的には、主に連絡帳で連絡を

取ります。 

 その他、必要に応じて電話でのやり

とりや面談を行うことも可能です。担

任以外にも、養護教諭やスクールカウ

ンセラーなどとも相談をすることがで

きます。小さなことでも、学校に相談

してください。行事などのお知らせ

は、学校便りや学年便りに掲載されま

すので、ご覧ください。 

小学校に入ると、担任の先生

と話をする機会が減ってしま

うことが心配です。 

学期に1回程度保護者会や 

個人面談があります。 

 

 

 給食は基本のマナーを身に付けなが

ら楽しく食事をすることが目的となり

ます。苦手なものや食べる量について

心配がある場合は、担任の先生と相談

しながら進めていくとよいでしょう。 

 給食の時間の長さは学校により違い

ますが、１年生の当初はゆっくり時間

をかけていき、徐々に学校の給食の時

間に合わせていきます。残されて食べ

ることはありません。  

給食は苦手なものも食べなく

てはいけませんか？ 

また、時間内に食べ終わらな

くて残されないか心配です。 

楽しくマナーを身に付けなが

ら食事をすることが目的なの

で心配いりません。 
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7:50～8:20 登校 1学期の始めに集団登校する学校もあります。  

8:25～8:40 朝の会 月曜日は児童朝会、木曜日は児童集会がある学校

が多いです。他の曜日は朝読書や朝学習を行う学

校もあります。  

8:40～9:25 1時間目 1時間目と２時間目の間に、５分の休み時間があ

る学校が多いです。トイレに行ったり教室移動を

したりします。   9:30～10:15 2時間目 

10:15～10:35 中休み 20分程度の休み時間。天気のいい日は校庭に出て

遊ぶように促している学校が多いです。5分前の

予鈴が鳴る学校もあります。  

10:35～11:20 3時間目  

11:25～12:10 4時間目 

12:10～12:55 給食 当番活動として給食配膳を順番に行います。高学

年の放送委員会が楽しい昼の放送を流します。  

12:55～13:40 昼休み・掃除 校庭に出て遊ぶことが多いです。担当の場所をみ

んなで掃除します。  

13:45～14:30 5時間目 1年生の5時間目の始まりは学校により違います。

4月下旬から週1回程度の学校が多いです。  

14:30～14:40 帰りの会・下校 宿題や翌日の持ち物などを連絡します。 

4月当初は集団下校する学校もあります。  
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4月 入学式 / 保護者会 / 健康診

断・身体測定 / 学校探検 /  

1年生を迎える会 

12月 個人面談 / 終業式 

5～6月 授業参観 / 運動会 

遠足 / 家庭訪問  

12～1月 冬休み 

6月 プール開き・水泳学習 1月 始業式 

7～8月  夏休み / 水泳教室 

学習教室 / 個人面談  

2月 授業参観 

9～10月 運動会 / 校外学習 3月 6年生を送る会 / 修了式  

春休み 
11月 学習発表会・展覧会 / 遠足  

※その他に、体育、音楽、図工、道徳、学級活動などの時間があります。 

※学校によって行事は違います。  

 「話す・聞く」「書く」「読む」の基礎を身に付けます。 

 71 文字のひらがな、カタカナと 80 文字の漢字を覚えます。 

 簡単な 2 桁のたし算、ひき算を習います。 

 ３桁までの数の表し方を学習します。 

 学校探検や植物の観察などを通して、クラスの友達や先生と

共に生活することを楽しみます。 
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 『就学前の保護者が気をつけてい

ること』では、「自分のことは自分

でできるようにする」が最も多く、

「交通ルールを守れるようにする」

「あいさつや返事をする」と続く結

果になりました。 

 

 また『小学校 1 年生担任が保護

者に気をつけてもらいたいと思って

いること』では、「困ったときに人

に伝える」「人の話を聞けるように

する」が最も多く、「毎朝朝ご飯を

食べる」がそれに続きました。 

 特に「困ったときに人に伝える」

「人の話を聞けるようにする」につ

いては１年生担任側が、「交通ルー

ル」や「読み書き」については保護

者の方が多くの必要性を感じてお

り、その感じ方に大きく差が出てい

るのが特徴です。 

 

 このように両者に共通して大切だ

と感じているものがある一方で、保

護者と１年生担任とで項目によって

は差の見られるものがありました。 

就学前の保護者が気をつけていることトップ10 

担任が気をつけてもらいたいことトップ10 

73.7%

71.7%

68.4%

58.9%

58.3%

53.8%

50.2%

49.9%

47.8%

45.9%

0 20 40 60 80

自分のことは自分でできるようにする

交通ルールを守れるようにする

あいさつや返事をする

早寝、早起きをする

毎日朝ご飯を食べる

後片付けをする

人の話を聞けるようにする

読み書きをできるようにする

時間を守る

困ったときに人に伝える

70.3%

70.3%

62.2%

59.5%

51.4%

45.9%

40.5%

29.7%

24.3%

18.9%

0 20 40 60 80

人の話を聞けるようにする

困ったときに人に伝える

毎日朝ご飯を食べる

自分のことは自分でできるようにする

早寝、早起きをする

あいさつや返事をする

親子の時間を大切にする

交通ルールを守れるようにする

後片付けをする

時間を守る
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 右のグラフは、１年生担任が回答

した『２年生になるにあたり必要と

思われること』です。「困ったこと

を伝えられる」という項目が１位と

なっており、やはり学校生活で困っ

たことを伝えられる力が必要とされ

ていることがわかります。２位の

「ルールや約束を守る」と同様に、

集団の中で生活する力が学校生活で

は重要になっていくためではないか

と考えられます。 

 

 3位には「お友達の気持ちを受け

入れられる」が入りました。入学時

は、身の回りのことや人の話を聞け

るといった「自分自身のこと」が最

優先に注意を払われていたのに対し

て、成長と共に、「他者を意識した

行動」というものが必要になってく

ると思われます。 

これらのデータは、平成 29 年度に多摩市内の小学 1 年生の担任教師と、就学を控

えた年長のお子さんの保護者の方々に対して行ったアンケート結果によるものです。 

83.8%

81.1%

73.0%

67.6%

51.4%

37.8%

32.4%

24.3%

21.6%

10.8%

0 20 40 60 80

困ったことを伝えられる

ルールや約束を守る

お友達の気持ちを受け入れられる

先生の話を聞く態度

生活習慣の自立

身の回りの始末

あいさつをする

みんなで使うものを大切にする

時間の見通しが持てる

自分からトイレに行ける

2年生になるにあたり必要と思われることトップ10 

 お友達と過ごす時間は子供たちにとってかけ

がえのないものです。1年生の頃は自分の思い

が受け入れられることもあれば受け入れられな

いこともしばしば。お友達関係でうまくいかな

かったときは、まずは子供の気持ちに寄り添

い、気持ちを共感してあげることが大切です。

そして、お友達の気持ちについて一緒に考える

時間を作ってあげられるとよいでしょう。 

にゃんとも 

TAMA左衛門 



子育て総合センター 

 ▶ 月～土曜日(祝日・年末年始を除く) 9:00～18:00 

 ※面接相談予約制 

 ☎ 042-355-3777  (相談専用)  

 子供と家庭に 

関すること 

発達支援室 

 ▶ 月～金曜日(祝日・年末年始を除く) 9:00～17:00 

 ☎ 042-374-2717 

 発達に 

関すること 

教育センター 特別支援教育マネジメントチーム 

 ▶ 月～金曜日、第2・第4土曜日(祝日・年末年始を除く) 

 10:00～12:00 / 13:00～17:00 

 ☎ 042-372-2050 

 就学に 

関すること 

教育センター 統括指導主事 

 ▶ 月～金曜日(祝日・年末年始を除く) 9:00～17:00 

 ☎ 042-372-1010 

 

 就学支援シート

に関すること 

多摩市役所 子ども青少年部児童青少年課児童係 

 ▶ 月～金曜日(祝日・年末年始を除く) 8:30～17:00 

 ☎ 042-338-6884 

 

 学童クラブに 

関すること 
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